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　新年あけましておめでとうございます。

日頃は病院運営にあたり格別なるご高配を賜り厚

くお礼申し上げます。

　現在当院では、一般病床60床、回復期リハビリ

テーション病床60床にて病棟運営を行っておりま

す。回復期リハビリテーション病棟（通称:回リハ病

棟）については、まだまだ皆様の認知度が低いよう

に思います。

　回リハ病棟に入院されている患者様やご家族様

は回リハ病棟について、入院時の説明や実際の入

院生活を通じて病棟の特徴や役割を理解してい

ただいているものと思いますが、お見舞いにお越し

になる方をはじめ、若い世代の皆様には、回リハ病

棟が「よくわからない病棟」として認識されているの

ではないでしょうか。そこで今回の広報誌では、回リ

ハ病棟の特徴や当院における取り組みについて

紹介したいと思います。

　回リハ病棟についての理解が深まり、より身近に

感じていただき、当院にこのような機能の病棟があ

ることを知っていただければ幸いでございます。

　以上をもちまして、甚だ簡単ではございますが、広

報誌発行にあたりご挨拶とさせていただきます。
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・いつも明るく患者様の満足を常に考え、 
医業に専念します。

・地域に働く人々及びその御家族の幸せを
第一に考え、信頼される調和のとれた病
院を目指します。

・同じロマンを持つスタッフが一丸となり
得られた成果を社会に還元し、医療の質
向上に努めます。

・個人としてその人格を尊重され、適切な医療
を平等に受ける権利があります。
・病名、病状、予後、検査と治療の内容と危険
性、薬の効果と副作用などについて十分に理
解できるまで説明を受ける権利があります。
・治療法など自らの意思で選択する権利があり
ます。
・個人の情報やプライバシーが守られる権利が
あります。
・これらの権利を守るため、患者様は医療従事
者と力を合わせて医療に参加、協力する責任
があります。

基本方針

患者様には以下の権利と責任があります。
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当院に新しい仲間が加わってくれました。
地域の皆様のお役に立てるよう
精一杯精進してまいります。
よろしくお願いします。

2019年10月1日入職

内村　悦子
営　　繕

2019年11月6日入職

近藤　松枝
看　護　師

2019年11月11日入職

松本　涼子
看　護　師

2019年12月1日入職

水野　愛弓
社 会 福 祉 士



通所リハビリ 訪問リハビリ

リハビリカンファレンス

広いリハビリテーションセンター

つじむら
第 ２ ８ 号

広 報

病気の説明シリーズ

糖 尿 病 ①

Vol.27

　今回から3回に分けて「糖尿病」について取
り上げたいと思います。

（監修：院長　辻村　享）

　体質（遺伝）に加え、過食（肥満）、運動不足、スト
レスなどの生活習慣の乱れが主な原因です。
　特に肥満は2型糖尿病の発症に大きく関わって
おり、過去に肥満だった人も要注意です。

糖 尿 病 と は

健康診断を受けましょう

2型糖尿病の原因

　糖尿病が進むと次のような症状が現れます。

糖 尿 病 の 症 状

　糖尿病の初期は症状がわかりにくいため、定期
的に健康診断を受けることが大切です。

　回復期リハビリテーション病棟とは、急性期治療を
終えた後も、医学的・社会的・心理的サポートが必要な
患者さんに対して、多くの専門職種がチームを組んで
集中的なリハビリテーションを実施し、心身ともに回
復した状態で自宅や社会へ戻っていただくことを目
的とした病棟です。
 当院では、2004年に開設し、これまでに約6,000名
の方々が退院されました。
　近隣の医療、介護、福祉機関との連携により、入院される患者さんのお住まいの地域は、刈谷市、
豊明市、名古屋市南東部、みよし市、豊田市、東郷町、日進市などとなっております。

①リハビリテーション科専門医を病棟専従医師として
　配置
②医師を中心とした多職種でのチーム体制で患者
　さんのリハビリテーションをサポート
②365日でリハビリテーション治療を提供
③リハビリスタッフの人数は県内最大級

　当院には退院後もリハビリテーション治療を提供
できる施設があり、継続的なリハビリテーションが可
能です。（外来通院、通所リハビリ、訪問リハビリ）

　糖尿病は、血液中のブドウ糖が増えることによ
り、尿にもブドウ糖が出てきてしまう病気です。
　血液中のブドウ糖の量を調節する「インスリ
ン」というホルモンの働きが悪くなったり、体内
で作られるインスリンの量が少なくなると、血液
中のブドウ糖がうまく使われなくなり、その結果、
血液中のブドウ糖濃度が高くなり、血糖値が上が
ります。

　糖尿病には、1型と2型の2つのタイプがあり、
どちらも食事療法と運動療法が治療の基本にな
りますが、1型ではインスリン注射が不可欠になり
ます。

　糖尿病が進むと次のような症状が現れます。

● のどの渇き
● 多尿
● 空腹感
● 体重減少
● 疲労感
● 手足のしびれ、
　 足のつり

当院のリハビリテーションについて

回復期リハビリテーション病棟

当 院 の 特 徴

切れ目のないリハビリテーション

詳しくはリハビリスタッフまでお気軽にご相談下さい。


